
              

 
 

 

中
部
方
面
総
監
（
岸
川
陸
将
）
は
、
平
成
31
年
１
月

９
日
（
水
）
、
中
部
方
面
航
空
隊
統
一
編
隊
訓
練
に
併

せ
て
大
阪
府
上
空
か
ら
年
頭
の
辞
を
述
べ
た
。 

 
 

   

本
訓
練
は
、
中
部
方
面
航

空
隊
が
こ
れ
ま
で
練
成
し
て

き
た
編
隊
飛
行
技
術
を
、
新

年
の
大
空
で
統
一
発
揮
す
る

目
的
で
例
年
実
施
さ
れ
て
い

る
。 

 
本
年
は
、
方
面
航
空
隊
長

（
森
１
佐
）
以
下
約
４
０
０

名
、
航
空
機
17
機
（
Ｕ
Ｈ×

10
機
、
Ａ
Ｈ×
４
機
、
Ｃ
Ｈ

×

３
機
）
が
参
加
し
た
。 

 

統
一
編
隊
は
、
訓
練
開
始

式
に
お
け
る
森
隊
長
の
訓
示

に
引
き
続
き
、
伊
丹
駐
屯
地

か
ら
離
陸
し
た
方
面
総
監
搭

乗
機
と
天
王
山
（
京
都
府
八

幡
市
）
上
空
で
合
流
し
、
一

糸
乱
れ
ぬ
隊
形
を
保
持
し
つ

つ
整
斉
と
大
阪
、
京
都
、
奈

良
の
上
空
を
約
１
時
間
に
わ

た
り
飛
行
し
た
。 

 

そ
の
際
、
中
部
方
面
総
監

か
ら
中
部
方
面
隊
全
隊
員
に

対
す
る
年
頭
の
辞
が
機
上

（
Ｕ
Ｈ‐

１
）
よ
り
達
せ
ら

れ
た
。 

       

２０１９年１月３０日発刊号 中部方面隊広報紙 第１１４号 

共
同
・
協
同
基
地
警
備
、
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛 

（１） 

方
面
総
監
統
率
方
針 

任
務
の
完
遂 

陸
上
自
衛
隊 

中
部
方
面
総
監
部
広
報
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発 行 所 

方
面
航
空
隊
統
一
編
隊
飛
行
訓
練 

 
 

総
監 

年
頭
の
辞 

 
 

統一編隊飛行 

年頭の辞を述べる総監 

総
監
年
頭
の
辞
（
要
旨
） 

 

平
成
31
年
は
、
方
面
隊
に

と
っ
て
、
「
陸
上
自
衛
隊
創

隊
以
来
の
大
改
革
」
の
２
年

目
で
あ
る
と
と
も
に
、
防

衛
・
警
備
任
務
、
災
害
派
遣

任
務
、
国
際
平
和
協
力
活
動

任
務
等
、
多
様
な
役
割
に
実

効
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
重
要
な
年
で
す
。

隊
員
に
あ
っ
て
は
、
総
監
が

着
任
以
来
要
望
し
て
い
る

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に

な
ろ
う
」
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
」
、
「
心
身
を
鍛
え

よ
う
」
の
３
点
を
常
に
意
識

し
、
生
々
躍
動
し
て
任
務
の

完
遂
に
、
精
励
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

中
部
方
面
隊
の
各
駐
屯
地

は
、
恒
例
の
成
人
行
事
を
実

施
し
、
そ
の
地
域
や
所
在
部

隊
の
特
性
に
応
じ
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
行
事
等
で
新
成
人

を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
隊

員
個
々
の
更
な
る
活
躍
を
祈

願
し
た
。 

 

新
成
人
と
な
っ
た
第
３
高

射
特
科
大
隊
（
青
野
原
駐
屯

地
）
稲
葉
３
曹
（
20
）
は
、

「
社
会
人
と
し
て
与
え
ら
れ

た
義
務
を
全
う
し
、
「
常
在

戦
場
」
の
気
持
ち
で
任
務
完

遂
の
た
め
努
力
し
ま
す
」
と

述
べ
、
ま
た
、
中
部
方
面
通

信
群
（
伊
丹
駐
屯
地
）
丹
野

３
曹
（
20
）
は
「
成
人
と
と

も
に
与
え
ら
れ
た
権
利
と
責

任
を
十
分
に
自
覚
し
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
と

る
」
と
力
強
く
決
意
を
述
べ 

各
駐
屯
地
で
成
人
祝
賀
行
事 

 

た
。 

 

新
成
人
達
は
、
20
歳
と
い

う
節
目
を
迎
え
、
社
会
人
と

し
て
、
自
衛
官
と
し
て
、
国

防
と
い
う
崇
高
な
任
務
へ
の

誇
り
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
い
う
志
を
新
た
に
し
た
。 

  
 

松山駐屯地（ＦＨ‐７０綱引き） 

伊丹駐屯地（歳の数だけ縄跳び） 桂駐屯地（喜春庵での座禅） 

 
 



              

（２） 

第
10
師
団 

第
35
普
通
科
連
隊 

 

第
10
師
団
（
師
団
長 

甲
斐
陸
将
）
は
、
岐

阜
県
関
市
で
の
豚
コ
レ
ラ
発
生
に
伴
い
、
平
成

30
年
12
月
25
日
（
火
）
５
時
半
、
岐
阜
県
知
事

か
ら
災
害
派
遣
要
請
を
受
け
、
第
35
普
通
科
連

隊
基
幹
を
も
っ
て
養
豚
場
で
の
殺
処
分
支
援

（
豚
の
追
い
出
し
、
詰
め
込
み
）
及
び
汚
染
処

理
支
援
等
の
災
害
派
遣
活
動
を
実
施
し
た
。 

  

第
35
普
通
科
連
隊
は
、
４
コ
対
処
隊
（
１
コ

対
処
班
約
１
０
０
名
）
を
編
成
し
、
24
時
間
３

交
代
で
活
動
を
継
続
し
昼
夜
を
分
か
た
ず
、
豚

の
追
い
出
し
、
詰
め
込
み
、
飼
料
の
運
搬
、
豚

舎
周
辺
地
域
の
消
毒
作
業
等
の
任
務
に
あ
た
っ

た
。 

 

平
成
30
年
12
月
27
日
20
時
、
岐
阜
県
知
事
か

ら
の
撤
収
要
請
に
基
づ
き
災
害
派
遣
活
動
は
終

了
し
た
。 

 

同
日
、
古
田
肇
岐
阜
県
知
事
が
宿
泊
施
設
を

訪
れ
、
活
動
し
た
隊
員
に
対
し
、
謝
意
を
述
べ

ら
れ
た
。 

 

戦
傷
治
療
集
合
訓
練
の
成
果
を
発
揮 

迫撃砲弾 着弾事故の再発防止施策を徹底  

砲操作の実員展示（伊丹駐屯地） 

 
 

 

中
部
方
面
隊
は
、
平
成

31
年
１
月
11
日
（
金
）

伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
、

方
面
隊
隷
下
の
81
㍉
迫
撃

砲
保
有
部
隊
訓
練
主
務
者

等
を
総
監
部
に
参
集
し
、

あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
け

る
迫
撃
砲
弾
の
着
弾
に
よ

る
事
故
に
係
る
再
発
防
止

策
に
つ
い
て
徹
底
し
た
。

防
衛
副
長
に
よ
る
説
示
に

引
き
続
き
、
事
故
の
概
要 

と
再 

 

中
部
方
面
衛
生
隊
（
隊
長 

抱
井
１
佐
）
は
、
平

成
31
年
１
月
10
日
（
木
）
三
宿
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ

た
衛
生
科
技
術
競
技
会
に
参
加
し
た
。 

 

本
競
技
会
で
は
、
第
一
線
救
護
（
第
１
ス
テ
ー

ジ
）
、
収
容
所
治 

療
（
第
２
ス
テ
ー 

ジ
）
を
通
じ
、
戦 

傷
治
癒
能
力
及
び 

職
務
遂
行
に
必
要 

な
識
能
の
向
上
を 

図
っ
た
。
中
部
方 

面
衛
生
隊
は
、
全 

員
救
命
を
信
念
に 

医
官
と
連
携
し
て 

衛
生
科
業
務
を
行 

い
、
第
２
ス
テ
ー 

ジ
で
優
秀
な
成
績 

を
収
め
た
。 

収容所治療の状況 

 
 

発
防
止
策
に
関
す
る
教
育
を
実
施
し
、
じ
後
、

駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
砲
操
作
の
点
検
要

領
を
実
員
展
示
に
よ
り
説
明
し
た
。 

 

教
育
終
了
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
再
発
防
止
策

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。 

 

中
部
方
面
隊
は
、
平
成
31
年
１
月
21
日
（
月
）
、

陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
再
発
防
止
策
の
徹
底
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
け
る
実

弾
射
撃
訓
練
を
再
開
し
た
。 

 

中
部
方
面
隊
の
各
部
隊
等
は
新
年
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
訓
練
始
め
を
実
施
し
た
。 

 

平
成
31
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
各
部
隊
等

は
、
団
結
の
強
化
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
今
年
一
年
の
訓
練
等
に
お
け
る
安

全
祈
願
及
び
趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
訓
練

で
新
年
を
始
動
し
た
。 

 
 

第１４特科隊（空包射撃） 

各
部
隊
「生
々
躍
動
」訓
練
始
め 

第１０師団司令部(徒歩行進） 総監部（任務完遂祈願） 

中部方面混成団（かけ足） 

第１３旅団（４６普連） 

第３師団司令部（人文字） 

第１７普通科連隊（かけ足） 

第１４旅団（１４音） 

第３特殊武器防護隊（空砲射撃） 

第１０師団 

衛 生 科 技 術 競 技 会  

２４時間３交代で任務遂行 汚染された飼料の除去作業 

豚コレラに係る災害派遣 

第３３普通科連隊（人文字） 

第１０戦車大隊（武装走） 

２０１９年１月３０日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

（３） 

防
衛
大
学
校
（
一
般
）  

 
 

最
終
合
格
者
を
発
表 

功績を称え２２名を表彰 

中
部
方
面
隊
音
楽
ま
つ
り 

約
６
，
９
０
０
名
の
聴
衆
を
魅
了 

 

中
部
方
面
隊
は
、
平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）
と

14
日
（
月
）
、
平
成
30
年
度
中
部
方
面
隊
音
楽
ま
つ

り
を
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
西
宮

市
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。
今
年
は
、
テ
ー
マ
を
、

『
生
々
躍
動 C

h
a
ll
e
n
ge
 
f
or
 
t
h
e 

F
ut
u
r
e!

』
と

し
、
総
勢
約
４
０
０
名
の
出
演
者
が
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
に
よ
る
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
公

開
リ
ハ
ー
サ
ル
等
を
含
め
、
延
べ
約
６
，
９
０
０
名

の
観
客
を
動
員
し
、
音
楽
演
奏
等
を
通
じ
て
、
自
衛

隊
へ
の
信
頼
感
の
向
上
及
び
募
集
情
報
の
獲
得
に
寄

与
し
た
。 

 

音
楽
ま
つ
り
は
、
中
部
方
面
隊
区
内
５
つ
の
音
楽

隊
に
よ
る
颯
爽
溌
刺
と
し
た
パ
レ
ー
ド
で
幕
を
開
け
、 

 

記念撮影 

 
 

写 真 

全出演者によるフィナーレ 

 
 

 

中
部
方
面
総
監
（
岸
川
陸
将
）

は
、
平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

及
び
14
日
（
月
）
、
兵
庫
県
宝
塚

市
及
び
西
宮
市
等
に
お
い
て
、
優

秀
隊
員
招
待
行
事
を
実
施
し
た
。 

 

こ
の
行
事
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
優

秀
隊
員
22
名
（
自
衛
官
19
名
、
防

衛
技
官
１
名
、
即
応
予
備
自
衛
官

１
名
、
予
備
自
衛
官
１
名
）
と
そ

の
御
家
族
が
招
か
れ
た
。 

 

14
日
（
月
）
、
宝
塚
市
内
で
行

わ
れ
た
顕
彰
状
授
与
式
で
は
、
総

監
か
ら
優
秀
隊
員
ひ
と
り
ひ
と
り

に
顕
彰
状
及
び
記
念
品
が
授
与
さ

れ
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀

会
で
優
秀
隊
員
等
を
１
組
ず
つ
紹

介
。
隊
員
か
ら
は
、
家
族
等
に
対

す
る
日
頃
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ 

ま
ず
は
、
各
師
・
旅
団
の
所
在
す
る
音
楽
隊
の
地

域
色
を
出
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
ド
リ
ル
演

奏
曲
等
を
披
露
し
た
。 

 

第
２
幕
で
は
、
方
面
隊
10
個
隊
の
自
衛
太
鼓
約

１
０
０
名
に
よ
る
和
太
鼓
合
同
演
奏
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ぞ
自
衛
隊
と
言
っ
た
一
糸
乱
れ
ぬ
ば
ち
捌
き

と
統
制
美
が
観
客
の
目
を
釘
づ
け
に
し
た
。 

 

第
３
幕
で
は
、
激
動
の
平
成
30
年
間
を
音
楽
と

映
像
で
綴
っ
た
メ
モ
リ
ア
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
、
そ
の
時
々
の
流
行
を
想
い
出
し
な
が
ら
時

代
の
流
れ
に
思
い
を
は
せ
た
。 

 

第
４
幕
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
兵
庫
高

等
学
校
11
名
の
生
徒
が
息
の
合
っ
た
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
初
め
て
披
露
し
「
生
々
躍
動
」

の
文
字
を
創
作
的
に
書
き
上
げ
、
掲
げ
ら
れ
た
書

の
迫
力
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
た
。 

 

最
終
章
に
入
り
、
全
音
楽
隊
に
よ
る
合
同
演
奏

が
始
ま
る
と
、
会
場
の
雰
囲
気
は
最
高
潮
に
達
し
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
全
出
演
者
で
合
唱
し
、
約
２
時

間
に
わ
た
る
音
楽
ま
つ
り
は
、
拍
手
喝
采
の
中
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。 

   太鼓隊の合同演奏 

 

ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ま

ま
祝
賀
会
は
進
行
し
た
。 

 

翌
日
、
14
日
（
月
）
は
、
中

部
方
面
隊
音
楽
ま
つ
り
を
鑑
賞

す
る
と
と
も
に
、
航
空
機
体
験

搭
乗
（
八
尾
駐
屯
地
）
を
行
い
、

２
日
間
の
行
事
を
終
了
し
た
。 

 

優
秀
隊
員
に
選
考
さ
れ
た
第

８
普
通
科
連
隊
（
米
子
駐
屯

地
）
小
田
剛
史
３
曹
（
30
）
は

「
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

今
後
は
、
特
技
で
あ
る
射
撃
手

と
し
て
の
能
力
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
部
隊
に
貢
献
で

き
る
よ
う
精
進
し
、
後
輩
隊
員

の
育
成
に
努
め
て
行
き
た
い
」

と
述
べ
た
。 

 

中
部
方
面
隊
の
各
地
方
協
力
本

部
は
、
平
成
31
年
１
月
25
日

（
金
）
平
成
30
年
度
防
衛
大
学
校

（
一
般
）
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。 

 

中
部
方
面
隊
の
志
願
者
数
は
、

約
３
，
５
０
０
名
で
最
終
合
格
者

は
、
３
７
０
名
で
あ
っ
た
。 

  
 
 

優
秀
隊
員
表
彰
式
及
び
招
待
行
事 

『生々躍動 Challenge for the Future!』 

 
 

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
・演
技
を
披
露 

 

ゲスト出演（兵庫高校書道部） 

  各方面隊の合格者 

北部方面隊  ３８名 

東北方面隊  ４４名 

東方方面隊 ３６６名 

中部方面隊 ３７０名 

西部方面隊 ３０５名 

２０１９年１月３０日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

 

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ｑ 

出
身
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

Ａ 

広
島
県 

広
島
市 

Ｑ 

入
隊
年
と
採
用
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 

平
成
26
年 

広
島
地
本 

 

Ｑ 

自
己
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ａ 

迷
っ
た
ら
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
て
、
失
敗
し
て
も 

 

へ
こ
た
れ
な
い
、
打
た
れ
強
い
性
格
で
す
。 

 

現
在
の
勤
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｑ 

現
職
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

阪
神
病
院
の
内
科
外
科
混
合
病
棟
で
看
護
師
と
し
て 

 

勤
務
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

魅
力
・
や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
っ
て
、
そ
の
人
が
元
気
に
な 

 

る
た
め
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
で
す
。 

Ｑ 

苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

国
家
試
験
直
前
に
は
人
生
で
１
番
勉
強
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
の
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

Ｑ 

あ
な
た
が
一
番
自
信
が
あ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。 

Ａ 

想
像
力
の
豊
か
さ
で
す
。  

Ｑ 

座
右
の
銘
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ａ 

永
久
に
生
き
る
積
り
で
学
べ
、
明
日
死
ぬ
積
り
で
行 

 

え
。 

Ｑ 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
今
一
番
の
関
心
事
を
教
え
て
く
だ 

 

さ
い
。 

Ａ 

同
期
と
観
に
行
き
た
い
舞
台
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
迷 

 

っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
収
納
の
コ
ツ
の
動
画
を
見
る
こ
と
で
す
。 

Ｑ 

最
後
に
一
言 

Ａ 

立
派
な
迷
彩
の
天
使
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も 

 

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！ 

  

 

徳
島
駐
屯
地
は
、
平
成
24
年
３
月
に
新

設
さ
れ
た
徳
島
県
唯
一
の
駐
屯
地
で
あ
り
、

駐
屯
地
の
厚
生
業
務
を
担
う
徳
島
駐
屯
地

業
務
隊
も
同
時
期
に
新
編
さ
れ
た
部
隊
で

あ
る
。
新
編
当
初
か
ら
家
族
支
援
態
勢
を

構
築
す
る
た
め
、
関
係
部
外
団
体
（
徳
島

県
自
衛
隊
家
族
会
、
徳
島
県
隊
友
会
等
）

と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。 

 

毎
年
、
家
族
支
援
に
関
す
る
会
同
を
実

施
し
、
関
係
部
外
団
体
、
第
14
施
設
隊
、

第
14
飛
行
隊
及
び
自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力

本
部
の
各
担
当
者
と
綿
密
に
調
整
し
、
関

係
部
外
団
体
等
と
協
力
し
た
家
族
支
援
を

段
階
的
に
進
め
、
平
成
29
年
８
月
30
日
に

家
族
会
及
び
隊
友
会
と
家
族
支
援
に
つ
い

て
三
者
協
定
を
締
結
し
た
。 

 

平
成
30
年
度
は
、
６
月
・
９
月
に
家
族

支
援
に
関
す
る
会
同
を
実
施
し
、
隊
員
か

ら
の
安
否
確
認
な
ど
の
支
援
要
望
に
対
し

て
支
援
を
担
当
す
る
関
係
部
外
団
体
の
会

員
の
指
定
及
び
支
援
内
容
に
つ
い
て
調
整

を
重
ね
た
。
現
在
ま
で
に
支
援
要
望
92
名

に
対
し
て
、
会
員
の
指
定
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
家
族
支
援
施
策
及
び
中

部
方
面
隊
の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
更

な
る
協
力
を
依
頼
し
た
。 

 

年
末
に
は
、
駐
屯
地
行
事
に
併
せ
て
、

支
援
を
要
望
す
る
隊
員
及
び
隊
員
家
族
と

関
係
部
外
団
体
等
と
の
顔
合
わ
せ
を
実
施

し
た
。
今
後 

も
家
族
支
援 

態
勢
の
確
立 

に
努
め
、
隊 

員
が
安
心
し 

て
任
務
に
邁 

進
で
き
る
よ 

う
、
関
係
部 

外
団
体
等
と 

よ
り
一
層
協 

力
関
係
を
強 

化
し
て
い
き 

た
い
。 

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第２６回） 徳島駐屯地業務隊 

 

中
隊
長
を
拝
命
し
て
約
一
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
北
方
機
動
演
習
、
災
害

派
遣
等
様
々
な
任
務
に
直
面
し
、
悩
ま
な
か
っ

た
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
こ
れ
で
良
い
の
か
」

と
自
省
し
き
り
の
毎
日
で
す
が
、
そ
の
瞬
間
に

い
つ
も
思
い
出
す
の
は
、
陸
曹
・
初
級
幹
部
時

代
に
仕
え
た
上
司
や
共
に
戦
っ
た
部
下
の
姿
で

す
。
中
隊
長
と
し
て
「
部
隊
の
あ
る
べ
き
姿
」

を
思
い
浮
か
べ
る
時
、
当
時
の
指
揮
官
の
行
動

や
表
情
が
自
分
の
脳
裏
に
浮
か
び
ま
す
。
厳
し

い
局
面
を
不
屈
の
精
神
で
乗
り
越
え
た
部
下
の

姿
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
自
分
が
中
隊
長
と
し

て
勤
務
で
き
て
い
る
の
は
上
司
が
そ
の
背
中
を

見
せ
、
陸
曹
が
そ
の
プ
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
く
れ

た
か
ら
で
す
。
厳
し
い
任
務
に
耐
え
う
る
「
部

隊
の
尺
度
」
を
彼
ら
が
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

人
（
指
揮
官
）
が
部
隊
を
育
成
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
部
隊
が
人
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
の
も
ま
た
紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。 

 

我
が
中
隊
は
後
方
支
援
隊
の
中
で
も
全
般
支

援
に
任
ず
る
整
備
部
隊
で
す
。
ま
た
海
田
市
駐

屯
地
は
西
方
へ
の
機
動
経
路
上
の
要
点
に
位
置

す
る
た
め
、
通
過
部
隊
に
対
す
る
整
備
支
援
の

重
要
性
は
自
明
の
理
で
す
。
こ
の
特
性
か
ら
、

我
が
中
隊
は
特
に
柔
軟
性
と
強
靭
性
を
同
時
に

保
持
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
経
験
が
自
分
に
与

え
て
く
れ
た
尺
度
を
基
に
、
多
様
な
任
務
に
耐

え
う
る
強
靭
な
中
隊
を
練
成
し
て
い
く
所
存
で

す
。 

第１３後方支援隊 
 第一整備中隊長 
（海田市駐屯地） 
    
   

 

春
日
井
駐
屯
地
は
昭
和
42
年
に
第

10
施
設
大
隊
の
豊
川
駐
屯
地
か
ら
の

移
駐
に
よ
り
誕
生
し
、
平
成
29
年
に

は
駐
屯
地
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。 

 

春
日
井
市
は
、
名
古
屋
市
圏
の
北

東
部
に
あ
り
、
当
駐
屯
地
は
10
師
団

司
令
部
の
あ
る
名
古
屋
市
守
山
区
の

守
山
駐
屯
地
に
も
隣
接
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
名
・
名
神
高
速
道
路
（
春

日
井
・
小
牧
Ｉ
Ｃ
）
が
近
傍
に
あ
り
、

交
通
の
便
が
良
く
多
く
の
部
隊
の
通

過
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

春
日
井
駐
屯
地
で
は
月
に
一
度
、

全
国
各
地
の
ご
当
地
献
立
「
北
海
道

の
石
狩
鍋
、
青
森
県
の
煮
干
し
ラ
ー

メ
ン
、
石
川
県
の
金
沢
カ
レ
ー
」
な

ど
を
提
供
し
て
、
ど
れ
も
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
支
援
基
盤
駐

屯
地
と
し
て
の
春
日
井
駐
屯
地
に
は

全
国
各
地
か
ら
隊
員
が
集
ま
り
、
食

堂
を
利
用
し
た
隊
員
か
ら
「
こ
こ
に

来
て
も
、
地
元
の
味
が
食
べ
ら
れ

る
。
」
と
喜
び
の
声
も
多
く
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
多
く
の
隊
員
が
好
む
麺
料

理
を
春
日
井
駐
屯
地
独
自
の
ご
当
地

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
考
案
中
で
す
。
お

立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
食
べ
に
き
て

く
だ
さ
い 

       阪神病院  
      （川西駐屯地） 
     曹長 水田 桜子 

（本人左） 

職場のオリエンテーション 
    

６月に実施した家族支援担当者会同の様子 

まんぷくラーメン（イメージ） 

（４） 

 
 

 

「部
隊
の
尺
度
」 

っ 

「春日井駐屯地」 

写 真 

   （本人中央） 

  ３等陸佐  

 日向 ゆう子 
   

２０１９年１月３０日発刊号 中部方面隊広報紙 


